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にする目的で、siRNA法を用いて autophagy related gene (ATG)の一つである ATG5の機能抑制の検討を行
っている。その結果、ATG5の遺伝子抑制により肝様細胞への分化促進効果が認められたことを明らかにして
いる。次に、分化誘導条件における細胞内シグナル伝達の活性化を調べる目的で、いくつかのシグナル伝達の
























２）JAG1 の発現増加と上皮―間葉転換誘導が一部関係すること、３）そのメカニズムの一つとして MAP 









し、さらに癌細胞の JAG1発現と上皮－間葉転換における KRAS変異ならびにMAP kinase経路活性化の寄
与することも示唆するものであった。本論文の成果により分化した細胞を幹細胞化あるいは間葉系の細胞への
脱分化の共通のメカニズム、あるいは逆に脱分化した細胞から分化した状態に戻すための共通のメカニズムが
明らかになる可能性があり、生物学的な観点においても非常に意義のあるものになることが期待される。以上
より本論文における研究成果は、学術的にも応用的にも非常に価値の高いものであると判断された。 
平成３０年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
